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明けましておめでと

うございます。

新年を迎 えるにあ

たり、現在の医療を取

り巻く問題点と当院の

今後の取り組みを紹介

させていただきます。

今、医療は崩壊ヘ

の道をまっしぐらに走

っています。連日の如
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否、医療事故、などが

報じられており、地域住民の皆様は安全・安心な医

療が受けられないのではないかとの不安感にかき立

てられておられることと思います。この原因は1983

年に当時の厚生省保険局長の論文「医療費亡国論」
による医師過剰時代が到来するとの誤った判断によ

る医学部の定員削減に端を発 します。それに加えて、

2004年 に新医師臨床研修制度が導入され地方での医

師不足・偏在が顕著となり、2006年 には看護師配置

基準の見直 され看護師不足が起こり、急性期病院の

職員は休息もとれない過重労働を強いられ心身とも

に疲弊 しています。このままの状態が続けば、どの

病院でもマスコミで報 じられている事態に陥る危険

性を秘めています。さらに、国は財政再建の名の下

に過酷なまでの医療費抑制策をとり続け診療報酬1の

マイナス改訂を続け、多くの病院が赤字経営に落ち

込んでいます。病院は営利企業ではありませんので

利益を生む必要はないのですが、医療の進歩はめざ

ましく質の高い医療を提供するには最新の高額な医

療機器の更新は必須です。また、患者さんに快適な

医療環境を提供するには施設の改築、立て替えも必

要です。自治体病院へは多額の補助金が投入されて

おり今までは何とかやってこられましたが、これは

税金でまかなわれており近々限界に達するでしょう。

皆様は赤十字病院へは日本赤十字社への募金 (社資)

《基本理念》人道 博愛 奉仕の赤十字精神に基づき、医療を通 じて、地域社会に貢献 します。
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が補助金として投入されていると思われているかも
しれませんが、それは以前から一切なく赤十字病院
は独立採算性の病院です。さらに、国は医療費抑制
のために2006年 度に医療制度改革関連法を成立させ、
2012年 度までに慢性期の患者さんが入院する療養型

病床を大幅に削減 し、介護保険が使える療養病床は

廃止されます。行き場のない医療難民、介護難民が

大量に発生することは間違いありません。このよう

な状況では、早急に地域の医療機関と住民が手を携
えて自衛策を講じなければ地域医療は確実に崩壊し

ます。崩壊を防ぐには限られた医療資源の有効活用
しかありません。無駄を省くには、医療機関が役害J

を分担 し連携することによって地域住民の健康を支

え合う地域完結型医療を充実させることだと思います。

地域完結型医療において最も重要な役害Jを 担うのは

地域住民の身近で開業されている「かかりつけ医J

です。地域住民の皆様は何でも相談できる「かかり
つけ医」を持ち、かかりつけ医が診断に困る、また

は治療が難しい患者さんは紹介により当院が引き受け、

当院の役割である急性期を乗り越えられた患者さん

は再び「かかりつけ医」へ戻っていただきます。今、

当院ではかかりつけ医へ戻れない患者、すなわち行

き場のない患者さんの受け皿作りに取り組んでいます。
マスコミで取り上げられました「愛PIAnet」 構想で、
この第 1歩は機能の異なる病院間の病床の共同利用
です。その詳細は本号に記載されている愛PLAn
etの ウェブサイトでご覧下さい。以上のような地

域完結型医療への取り組みが評価さて、当院は松山

医療圏では唯一の「地域医療支援病院J名称使用の

承認を県知事より受けています。

本年度も地域の皆様に満足していただける良質な

医療の提供に職員一同努めますので、当院の方針を
ご理解の上ご支援をお願いし、年頭の挨拶とさせて

いただきます。



医療から始める地域社会再生計画「愛 PLAnet」 のウェブサイ ト

http://www al― planetip/を 開設しました、

つ後′日本は世界一の超高齢化社会を迎えます。地域社会全1/1Nで ′現在よ

りもさらに広い視点に立って′様々なPoO題 を解決して行くことが必要にな

ってきます。地域の皆様の自助努力と′思いやりの|か を持って互いに支え

合う互助精神を通じた′安らして生活できる地域社会の再生 構築が,今後

不可欠なのです。

是非′ウェブサイトをこ覧頂き′私どもの取り組みにご協力下さい。

医療の分椰はますます専門化 し、その中で|い を通わす医療サービスが望まれ

ております。そのため、当院も、平成 18年 10月から、日赤職員OB12名 (現

在 η5名 )で初診受付前において、一般ボランティア活動を開始いたしました。

活動内容は、夕ヽ来患者様に対するフロン トサービス (受診案内相談 受診科案

内 車椅子の介助等)の一般的な活動を行っておりますが、今後はOB以外にも

広くボランティア活動希望者を募るなどし、多岐にわたってのボランティア活

動 (生け花 車椅子の整備 巡回図書等)を考えております。

私たち療養支援ナースは、「一人ひとりの憲者様 ご家族がその人らしく、い

きいきとした療養生活を送ることができる」ことを目ま旨し、地域の医療 福社の

諸機関の方々と協力・連携 し、患者様 こ家族の望む療養生活が出来るよう、転

院や在宅療養への支援をしております。

現在「成冑医療領域」「整形夕ヽ科領域J陥環器領域」の各病棟で、患者様のより

身近な場所から活動を開始 しています。小児科夕ヽ来では「生活フォロー外来」を

開設 しております。

患者様 こ家族の声に耳を傾け、心のこもつた療養支援を行つていきたいと

思っております。

地域医療連携室に、お気軽にこ相談下さい。

当院では、患者様に安心して検査や処置を受けていただけるよう、専門領城の看護師

が検査の準備や手順などについて、ゆっくりと十分な時間を/・」Nけ患者様に説明する『説
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明支援ナース』の配置を致しました。

またこれと同8寺 に、病院内のことに詳 しい看護

助手を、診療アシスタン トとして配置 し、看護師

と共に患者様のお役に立ちたいと考えています。

平成 19年 lη 月から0平 07n器センターで活動を開始しました。今後は、循環器センター、

冑腸センター、肝胆膵センターヘの導入も考えています。
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